
授業改善のポイント 第５学年

複数の資料を関係付けて読み取る力を付ける

ねらいに応じて、資料から必要
な情報を取り出し、関係付ける

まず、問題文をよく読んで、どんな場面設定かを
しっかりとらえさせます。
次に、【話合いの様子】で、意見の根拠になってい

るのはどの資料なのかをとらえます。キーワードと
なる言葉や数字を取り出し、整理させていくことが
大切です。

海山小学校の「長なわ大会」について

昨年度までは、クラス 今年度から、せいそう 「長なわ大会」もたて
対抗で行われていた。 がたてわり班で行われる わり班で行った方がよい

ようになった。 のではないかという意見
が代表委員会で出された。

意見の根拠になっている言葉や数字はどの資料にあるのかとらえよう

場面設定をとらえよう
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話し手の意図を正しくとらえる力を付ける

大切な文や言葉に線を引いたり、
メモしたりする

資料を用いて、自分
の意見の根拠を述べて
います。予想したこと
を話すことで説得力が
増します。

クラス対抗のよさを
述べたあと、たてわり
班対抗の問題点を指摘
しています。

反論を想定した上で、
その解決策を述べてい
ます。「論じ返し」に
よって、説得していま
す。

たてわり班対抗のよ
さは、同時にクラス対
抗の問題点でもありま
す。

今までの経験から、
クラス対抗のよさを言
うことで、説得力が増
します。

代わりの案を言うこ
とで、クラス対抗にす
る必要がないことを説
得しています。そして、
資料を根拠にたてわり
班対抗案をすすめてい
ます。

【話合い】の記録文を読むときには、立場や考え
をはっきりさせている文や言葉に注目させます。
その際、大切な文や言葉に線を引くなどチェック

をしておくと、全文を読み終わったあと、整理しや
すくなります。

【話合い】の様子では、説得力のある意見の述べ方をしていることが
分かります。自分が話すときや書くとき生かせるように、文章を読みな
がら確認していくことが大切です。

【話合い】では、資料を用いてそこから考えられる予想を話す、今までの経験を
話す、代案を言う、相手の問題点を指摘する、反論を想定した上で解決策を述べて
「論じ返し」をするなど、相手を説得するためにいろいろな工夫をしていますね。

【話合いの様子】



でも練習時間が
取りにくいし……。

説得力のある文章を書く力を付ける

①資料から得た情報を整理し、
自分の立場を決める

○ 昨年度の結果と比べることができる。○ 学年に関係なく、なかよくなれる。
○ 練習時間がとりやすい。 ○ 下の学年にとび方を教えられる。
○ 他のクラスと競うことで、団結力が ○ 高学年としての自覚が高まる。
高まる。

× 低学年と中・高学年が分かれてやっ × 全学年が集まって練習する時間がと
ているので、全校でまとまることがで りにくい。
きない。

◇ たてわり班は、せいそう時間に毎日 ◇ ６年生を中心に、委員会の時間など
会っているので、せいそうで会うとき に「集まる日は何日の昼休み」という
に、おたがいにあいさつをしたり、高 ように決めてしまい、その日は他に何
学年は低学年の世話をしたりすれば、 の活動も入れないようにしたら、かえ
全校がまとまることができる。 って練習時間をきちんととることがで

きる。

②自分の立場を述べ、
理由も示す

自分の立場を決める際に、それぞれの案のよさ
や問題点を整理しておくと、考えやすくなります。
さらに、問題点に対する自分の考えや解決方法

を考えておくと、自分の意見の根拠として取り上
げることができ、説得力をもたせることに役立ち
ます。

クラス対抗案 たてわり班対抗案

問
題
点

解
決
策

自分の意見が明確になるように、段落の役割を考えて文章
を構成します。
今回は、第一段落で自分の立場を述べ、第二段落で理由を

述べる型を示しました。

たしかに、たてわり班
は学年に関係なくみんな
がなかよくなると思う。

練習時間を全校で決め
てしまえば、かえってき
ちんと練習時間がとれる
よね。

私は「たてわり班
対抗案」で書こう！！

文章を構成する際は、下にあるような「組み
立て表」を活用して練習しましょう。
「始めー中ー終わり」の三部構成などにし、

その中に伝えたい内容を入れていきます。
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③自分の体験や予想、解決策
を入れて説得力を増す

自分の選んだ理由に、資料や文章から考えたよさだ
けでなく、自分の体験や予想を入れると、より伝わり
やすくなります。
また、「たしかに～という問題点はあります。しか

し、～だと思います。」などの論じ返しの話型を使っ
て、支持する案の問題点と解決策を示すことで、より
説得力のある意見文にすることができます。

自分の体験を加えています。問題点に対する解決策
を述べています。

ねらいと
つなげています。

自分の体験から予想しています。問題点に対する解決策
を述べています。

ねらいと
つなげています。

体験や予想を表現する練習に
日頃から取り組みましょう。


